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0...県加工農協が建設する�  1 万トンジュース工 


場。が， ミカン農家の希望をせおって今秋に誕 

』之

"* aノ
dゐ� 

委g 

ペ� 

~ 

4 安定をはかろうというねらいをもっています。
r 
4掌� 

e バ土
~ 葬

:i1主められています。

? 豆F
? 
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さ己

生します。

県が生産過剰-この大型ジュース工場は，国�  

に悩む温州、|ミカンを加 工し， 農家のために価格 


Oー さる 3月22日に 着 工 し た こ の ジ ュ ー ス 工 場

は総事業費が13億� 6千� 8百万円で，建物延而附

が約�  9千� 5百平方旬 。 現 在 は 基 礎 工 事 が 順 調 に 


い よいよ�  11月には 操 業 を 開 始 し，従業員 80人

yで� 1日に原、来十ミカン� 100'をf変って 10トの t農
写真/工ギがすすむ

縮果1十が生産されることになります。�  
三F.名のジュース上場

MUS04
テキストボックス
みかん農家に希望をジュース工場建設すすむ
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昭
和 

ω年
第
2
回

勝
浦
町
議
会
臨
時
会
開
く

勝
浦
町
議
会
第
二

回
臨
時
会
は
五
月
十

一
日
ひ
ら
か
れ
、
議

案
六
件
を
原
案
ど
お

り
可
決
し
て
閉
会
し

ま
し
た
。

お
も
な
識
決
事
項

参
事
へ
の
転
任
に
よ
り
空
席
と
な

っ

て
い
た
収
入
役
に
斎
藤
勝

一
さ
ん
を
、

ま
た
前
町
議
会
選
出
監
査
委
員
中

西
晴
美
委
員
の
退
任
に
よ
る
後
任
に

味
間
喜
久
雄
識
貝
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

・
公
害
対
策
特
別
委
員
会
を
設
置

町
内
各
地
の
事
業
場
の
排
水
汚
染

• 
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

収
入
役
に
斎
藤
勝
一
さ
ん
、
説

会
選
出
監
査
委
員
に
味
問
喜
久

雄
融
員
を

前
収
入
役

・
仲
野
英
正
さ
ん

の
町

な
ど
の
調
査
、
研
究
を
し
、
公
害
に

対
処
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

選
ば
れ
た
委
員
は

つ
ぎ
の
と
お
り

で
す
。委

員
長
・
若
木
陸
軍 

副
委
員
長
・ 

v-

VJ、、

こ
と
し
の
町
税
決
ま
る
グ

*
近
日
納
税
通
知
書
を
発
送

近〈発送され る納税通知警

昭
和
四
十
九
年
度
の
み
な
さ
ん
のmv

町
税
が
き
ま
り
ま
し
た
。
納
税
通
知

書
は
六
月
十
日
に
発
送
し
ま
す
か
ら
、

期
限
内
納
付
に
つ
き
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

町
の
四
十
九
年
度
の
一
般
会
計
予

算
は
総
額
五
億

一
千
万
円
。
歳
入 
，

う
ち
町
税
は
毎
年
お
も
な
財
源
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
と
し
の
そ
れ
は
、

六
千
八
百
万
円
。
全
体
の
十
三

・
三

が引
を
し
め
て
い
ま
す
。

納
付
の
方
法
に
つ
い
て
は
つ
ぎ
の

と
お
り
で
す
。 

平
岡
武 

委
員

・
大
井
儀
、
坪
内
正

V

遠
隔
地
の
方

銀
行
送
金
、
郵
便
振
替
貯
金
等
を

ご
利
用
く
だ
さ

い。

な
お
、
今
後
は

代
納
者
を
定
め
て
、
代
納
者
に
よ
る

納
付
を
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
郵
便
振
替
口
座
番
号
徳
島

マ
加
入
者
徳
島
県
勝
浦
郡
勝
浦
町

H
N
O
ω
ω

残あ
高 ら納;
をヵ、平凡

役
場

:おじ員宇�  
調め蓄
べ金組

納〈融合
税だ機貝
貯さ闘の

:蓄いで方
組 。預は

合金

太
郎
、
古
井
治
、

平
忠

0

納
税
貯
蓄
組
合
員
の
方

納
税
貯
蓄
組
合
員
以
外
の
方
お
よ

支
底
、
勝
浦
町
収
入
役
。 

・
勝
浦
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
事
務
局

凡又

先、ん
入
勝

収

藤斎

議会選出¥lii.査委員� 

l床間喜久雄さん� 

納
付
の
方
法 

V
指
定
金
融
機
関
(
生
比
奈
農
協
、

学
校
給
食
費
が

改
定
な
り
ま
す

争
小
学
校
、
幼
稚
園

一
食
当
り
百
十
円

り
給
食
費
を
改
定
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た

の
で
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

マ
小
学
校
、
幼
稚
園

一
食
当
り
百
十
円
(
月
額
二
千
円 
)

マ
中
学
校

一
食
当
り
百
二
十
五
円
(
月
額
二
平

二
百
円
)

※
実
施
時
期
は
四
月

一
日
か
ら
で

す
よ
四
月
分
に
つ
い
て
は
、
年
度
末

に
精
算
し
ま
す
。)

※
今
後
に
お
い
て
、
物
価
等
に
著

し
い
変
動
が
あ

っ
た
場
合
は
再
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
毎
月
の
給
食
費
は
給
食
原

材
料
だ
け
の
も
の
で
、
給
食
セ

ン
タ

ー
の
維
持
管
理
、
備
品
、
消
耗
品
な

ど
の
経
費
は
す
べ
て
町
費
で
運
営
し

て
い
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

教
育
委
員
会

転
居
屈
は
早
急
に

参
院
選
ひ
か
え
て

参
議
院
議
員
選
挙
が
近
く
行
わ
れ
、

る
予
定
で
す
が
、
有
権
者
名
簿
は
住

民
基
本
台
帳
を
も
と
に
作
成
さ
れ
ま

す
。町

内
で
転
居
を
し
た
場
合
、
転
屑

届
を
し
て
い
な
い
と
、
前
住
所
地
で

投
票
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
転
居
先
不
明
で
投
票
所
入
場
券

が
届
か
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

転
居
し
た
方
は
、
す
ぐ
転
居
届
を

す
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

生
名
簡
易
郵
便
局
、
星
谷
簡
易
郵
便

局、

徳
島
相
互
銀
行
勝
浦
支
庖
、
阿

波
銀
行
勝
浦
支
底
、

勝
浦
町
農
協
な

ら
び
に
与
川
内
事
業
所
お
よ
び
坂
本

事
業
所
、
坂
本
郵
便
局
、
四
国
銀
行

小
松
島
支
庖
)
の
納
税
預
金
ま
た
は

普
通
預
金
か
ら
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

(
納
付
警
は
一
括
し
て
金
融
機
関

へ

送
付
し
ま
す
。
) 

'
中
学
校
一
食
当
り
百
二
十
五
円

発
育
ざ
か
り
の
こ
ど
も
た
ち
に
栄

養
を
考
慮
し
、
魅
力
あ
る
学
校
給
食

を
と
い
う
こ
と
で
、
昭
和
四
十
年
に

開
設
し
て
か
ら
九
年
目
を
迎
え
て
お

り
ま
す
。
そ
の
問
、

マ
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
給
食
マ
こ
ど
も
た
ち
に
魅
力

的
で
喜
ば
れ
る
給
食
マ
食
品
お
よ
び

環
境
衛
生
等
の
管
理
の
徹
底

ー

な
ど
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
最
近
の
物
価
状
況
に
は

非
常
に
き
び
し
い
も
の
が
あ
り
、
き

る
五
月
十
七
日
に
給
食
セ
ン
タ
ー
運

営
委
員
会
を
ひ
ら
い
て
相
賊
し
た
結

果
、
四
十
九
年
度
か
ら

つ
ぎ
の
と
お 

V
び
新
し
く
納
税
義
務
の
で
き
た
方

次
の
と
こ
ろ
へ
納
付
し
て
く
だ
さ

阿
波
銀
行
勝
浦
支
庖
ぜ
徳
島
相
互

銀
行
勝
浦
支
底
、
四
国
銀
行
小
松
島

¥} 

-v

MUS04
テキストボックス
議会だより昭和49年第2回勝浦町議会臨時会開く
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*運動にご協力をグ

つ

四
季
ご
と
に
変
化
す
る
美
し
い
樹

一
木
、
町
内
の
河
川
の
清
き
流
れ
、
澄

一
み
き
っ
た
大
気
・:
。
わ
だ
く
し
た
ち

一
を
と
り
ま
く
こ
の
よ
う
な
自
然
を
、

一
貴
重
な
財
産
を
、
い
つ
ま
で
も
保
ち

一
続
け
、
ま
た
積
極
的
に
作
り
出
そ
う

一
と
、
た
だ
い
ま
環
境
美
化
月
間
を
実

一
施
し
て
い
ま
す
。

わ
だ
く
し
た
ち
の
日
常
生
活
の
中

で
公
害
、
自
然
破
壊
な
ど
、
い
わ
ゆ

る 

環
境
破
壇
。
の
問
題
が
生
じ
て

お
り
、
い
か
に
こ
の
問
題
に
対
処
す

H

る
か
が
最
近
の
緊
急
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
な
か
で
も
環
境
汚
染
の
源

と
な
っ
て
い
る
廃
棄
物
は
『
ゴ
ミ
戦

争
』
と
い
う
言
葉
で
表
現
さ
れ
て
、

極
め
て
深
刻
な
、
ま
た
大
き
な
社
会

問
題
を
引
き
起
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
県
と
町
で
は
、
環
境
保
全

の
た
め
『
郷
土
を
美
し
く
』
を
テ
!

?
に
五
月
十
二
日
か
ら
六
月
十
一
日

ま
で
の
聞
を
環
境
美
化
月
間
と
定
め
、

美
し
い
町
づ
く
り
運
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
、
こ
の
運
動

に
ふ
る
っ
て
参
加
し
、
美
し
い
郷
土

を
守
り
、
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

、
之
さ
徐
敦
修

ニ
の
運
動
に
四
つ
の

ス
ロ
ー
ガ
ン

町
で
は
、
こ
の
運
動
の
成
果
を
期

待
し
て
、
つ
ぎ
の
こ
と
を
重
点
と
し

て
運
動
を
し
て
い
ま
す
。

ゴ
ミ
を
出
き
な
い
運
動

一
斉
清
掃
の
実
施


河
川
を
美
し
く
す
る
運
動


道
路
を
美
し
く
す
る
運
動


住
民
福
祉
課

V V V -v

迷
惑
を
か
け
て
い
ま
せ
ん
か

ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
に
注
意
を

農
業
用
水
路
を
美
し
く

農
業
用
水
路
は
ゴ
ミ
を
捨
て
る
と

こ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
捨
て
ら
れ

た
ゴ
ミ
に
よ
っ
て
、
関
係
農
家
の
十
月

は
農
作
物
に
被
害
を
、
つ
け
る
な
ど
、

迷
惑
し
て
い
ま
す
。
ど
う
か
こ
の
よ

う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
お
互
い
が

じ
ゅ
う
ぶ
ん
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

写
真
/
五
月
十
九
日
に
行
わ
れ


た
一
斉
清
掃
(
横
瀬
で
)


畜
産
公
害
も
夏
に
多
発

牛
、
鶏
、
豚
な
ど
を
飼
っ
て
い
ま

す
と
、
ど
う
し
て
も
悪
臭
を
放
つ
な

ど
、
日
ご
ろ
気
を
つ
け
て
い
る
よ
う

で
も
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
周
囲
に

迷
惑
を
か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

と
く
に
、
こ
れ
か
ら
の
季
節
に
か
け

て
畜
舎
等
は
清
潔
に
、
ふ
ん
尿
な
ど

の
処
理
に
は
気
を
つ
け
、
環
境
衛
生

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

住
民
福
祉
課 

ゴ
ミ
は
文
化
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と

よ
く
い
わ
れ
ま
し
た
が
、
い
ま
で
は
、

そ
ん
な
こ
と
を
い
っ
て
お
ら
れ
ま
せ

ん
。
爆
発
的
に
ふ
え
続
け
て
い
る
ゴ

、、:: 
:
。
。
節
約
は
美
徳
。
と
、
最

近
'で
は
節
約
運
動
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
「
大
量
消
費
時
代
」
「
使
い
捨

て
時
代
」
の
イ
メ
ー
ジ
チ
ェ
ン
ジ
ま

だ
と
お
く
、
一
般
家
庭
や
事
業
所
か

ら
大
量
め
ゴ
ミ
が
は
き
だ
さ
れ
て
い

ま
す
。

町
で
は
、
こ
れ
ら
の
処
理
方
法
に

つ
い
て
、
み
な
さ
ん
に
ご
協
力
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
い
ま
一
度
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
点
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

-
廃
棄
物
は
、
で
き
る
だ
け
自
家

処
理 

(焼
却
、
埋
め
る
。
)
し
て
く
だ

さ
い
。-

指
定
の
日
時
を
厳
守
の
う
え
、

指
定
場
所
以
外
に
は
絶
対
に
捨
て
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

av産
業
廃
棄
物
(
事
業
活
動
か
ら

生
ず
る
廃
棄
物
)
に
つ
い
て
は
、
各

事
業
者
に
よ
っ
て
処
理
し
て
く
だ
さ 

-
ガ
ラ
ス
、
ビ
ン
の
収
集
は

マ
毎
月
第
一
日
曜
日
(
雨
天
の
場

合
は
翌
日
)
で
す
。

マ
当
日
の
午
前
8
時
ま
で
に
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

マ
当
日
の
名
前
8
時
以
降
は
回
収

で
き
ま
せ
ん
か
ら
、
置
か
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
ガ
ラ
ス
以
外
(
金
具
類
)
は
置

か
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
必
ず
用
器
(
雨
に
も
破
れ
な
い

も
の
。)
に
入
れ
て
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

-
ゴ
ミ
の
収
集
は

マ
毎
週
土
曜
日
に
行
い
ま
す
。

マ
当
日
の
午
前 
8
時
ま
で
に
、
袋

に
入
れ
て
指
定
の
場
所
に
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

マ
指
定
日
以
外
の
日
に
は
持
参
し

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
収
集
袋
は
町
指
定
の
ビ
ニ
ー
ル

袋
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
ビ
ニ
ー
ル
袋
の
口
は
固
く
締
め

て
く
だ
さ
い
。

住
民
福
祉
課

MUS04
テキストボックス
ゴミとたたかうただいま環境美化月間中運動にご協力を

MUS04
テキストボックス
ふえる廃棄物みんなで対処しよう

MUS04
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ら 第� 48号� (4) 

O …今月は雨天が多<，水凶作業もかきな� t)，多忙な

月です。十分な計画を立て作業をすすめましょう 。� 

0..今年� 1;1.特に早生 iE州、|に着花が多しまたヤノネを

中心とし介カイガラムシ類の被害がふえています。

したがって摘果斉11:;1.必ず 1散布することとし，使用時

期も早目から実施しましょう 。また，早生� j創刊では

今期にカイガラムシ類を完全に絶滅しておいてくだ

さい。

病害虫防除と摘果剤散布

-そうか病， こくてん病，各種

カイガラムシ類

砂普通温州

い上旬� 6-6式ボルドー液
'--

¥ー

摘
果

は
必

散
布

害
虫

E 

* 


剤l

ず

病

防
除
{ま
hフ目� 

全

雨
 
天

カま

タノヤ

、

水

田

作

業
 
も

多

Jlt 


11

またはラビライト� 600倍液を

散布してください。撒量要素� 

必要因ではボルドー液とし、

、マンガン欠乏園，;1.硫酸マンガ

ン 10，~当り 20g を， ホウソ

欠.乏園はマルポロン� 10 ~ . 

20 gを，二種混用するときは

それぞれ1O~ '10gずっとし

てくだきい。� 

(亜鉛加用石灰イオウ合剤の� 

散布後� 10日間以上あけてくだ

さい。)

t>下旬� Mダイ フ7ーまたは

ジマンダイセン� 800倍液を散

布してください。

砂早生温州� I;t.下旬 lこMダイフ

ァーまたはジマンダイセシ� 800

倍液にエルサン水和剤� 800倍

若しくはスプラサイド乳剤� 2

，∞0倍を加用散布してくださ

。し、

-アプラムシ，エカキムシには

アッパー水和剤� 1，0001音波を
5-7日おきに散布してくだ
きし、。

-ヵミキリムン� I;t.サッチュウコ
ート� S50倍液を株元に散布す

るか捕殺または殺卵を行って

ください。� 

-ト ゲコナジラミ，ルビーロウ

ムンは天敵による防除が最も

効果的です。天敵放飼希望者

は寄生枝葉を農業技術センタ

ーへ送付してください。

-摘果剤の散布

砂普通温州には中・下旬に播

果剤� 200PPM液を散布してくだ

きい。ナフサク粉末� 4，500倍
液またはトルベス� 500倍液を

満開後25-35日の聞に散布し

てください。

砂早生温十ト|で，;1.中旬に摘果剤

200PPM液を散布する。(普通温

チト|の使用に準じてください。)

砂摘果剤の慣用基準は葉果比� 

10: 1以下のときに必ず使用

してください。

夏肥の施用� 

普通温州国では果実肥大と貯

蔵力を持たせるため，梅雨後期

の土じよう水分の多いときに施

用してください。施用量は成木

1，5001音液に枇酸鉛� 400倍を� 1m 
;用散布してくだきい。

ニんにゃく(展義イモ肥大期)

i はがれ病，ふはい病には展葉

;期から収穣期までに� 4-4式ポ

:ルドー液かえ卜レプ卜マイシン

;加用銅水和剤1.0001音液または
;メルクデラン K水和剤� 50川音液

回散布して〈ださい。5-6，リ ;をkg7，チ ッソ� 1)当a10固で

ンサン� 4，2kg，カリ� 5.6kgが適
当です。早生温州国における今

期の夏肥，;t.絶対に施期しないよ

うにしてください。

除草剤散布
 

夏草には� 10a当りにハイパー

X300gにサーファクタント� 300

Mを加え，水200 -250~ にとか
し散布する。慌用にあた っては

付近の水田や畑に流入しないよ� 

うに注意し，また防風がきの近

くでは使用しないうちにしてく� 

ださい。

梅(収穫期

各出荷機関の指示にしたがい，

過熱にならないように収穫して

ください。

柿(生理落果期)

たんそ病， らくよう病，ヘタ� 

ムシの防除I;t.，上旬に� 3-15式� 

ボルドー液またはトップジン� M 

水稲(田植え，分けつ期)

;・苗代防除

: 田植え前にいもち病，ウノカ，

ヨコバイ類にカスナ ァク粉剤を

1 a当りに� 300g散布してく だ

;さい。 

・・除草剤散布� 

砂田植後� 7日頃まで;こと工.

(その他雑草にサターン M粒剤を

;lOa当りに� 3-4kg散布してく
:ださい。また漏水田では田植後

2-3日頃に� MO粒剤� 3-4 kg 
ーをむらなく散布してください。

砂ウリカワ� (長者草)ウキク
サにはモゲトン粒剤� 3kgを田植
後15日頃に散布してください。

.本田元肥と追肥の地用� ν 

砂施肥設計に基づき，本田元

肥，追肥を施用してください。

J 砂施用量はっき・のとおりです

t から参考にしてください。

(JOa当り)

中間追�  }jE 月巴7L立地条件 
  

桂カル� 160kg
JJE沃回 塩化リン安� l号� 40kg 原則として必要なし
本

普通回
桂カル� 160kg 

リン加安14号� 20kg30kg号14安リンカ

回 碇カル� 160kg
秋落田

国型� V28 60kg 

元}j巴は代かき前に全層 追み月て巴は生常育し的状制況後を施 し方
20日力以日 に加す。に施肥する。� 

MUS04
テキストボックス
今月の農作業メモみかん（生理落果期）

MUS04
テキストボックス
雨天が多く水田作業も多忙摘果剤は必ず散布病害虫防除は完全に

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ



(5) 第� 48号 ヵ、 'つ つ ら� 昭和� 49年� 6月� 1日� 

問 題..:・:同:和K
青
年
と
あ
る
娘
さ
ん
が
娘
さ
ん

【 

3
】

.る.え...を:考- ・・;・
司 

l
i

l
i 

.-、、

え
ら
れ
ま
せ
ん
。

つ
ま
り
、

叔
母
は

一

「
世
間
」
と
い
う
無
形
の
も
の
に
し

一

ぱ
ら
れ
て
「
部
落
は
惑
い
ん
だ
」
と

一

い
う

一
般
的
に
あ
る
差
別
観
念
に
支

一

配
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。
こ
の
事
実
一

が
、
社
会
全
体
に
部
落
差
引
が
生
き

一

て
い
る
何
よ
り
の
証
拠
な
の
で
す
。

一

人
で
あ

っ
て
も
、
人
間
と
し
て

一
番

上
の
人
で
は
な
い
は
ず
で
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
そ
の
地
域
に
生
を
、
つ
け
た

と
い
う
こ
と
だ
け
で
、
本
来
平
等
な

る
べ
き
人
間
に
差
を
つ
け
、
国
民
と

し
て
の
権
利
と
自
由
を
そ
こ
ね
て
き

た
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
現
在
も
、

同
和
教
育
推
進
協
議
会

総
会
が
開
催

勝
浦
町
同
和
教
育
推
進
協
議
会
総

会
が
、
さ
る
五
月
九
日
住
民
福
祉
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
和
教
育
推
進
協
議
会
は
四
十
八

年
六
月
に
発
足
し
、
社
会
教
育
、
学

な
お
そ
の
慣
が
絶
え
て
い
な
い
と
い

う
こ
の
差
別
は
全
く
人
聞
の
冒
と
く

で
あ
り
、
人
権
の
侵
害
も
は
な
は
だ

し
い
と
い
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

私
は
、

同
和
問
題
に
お
け
る
差
別

と
い
う
言
葉
に
含
ま
れ
て
い
る
誤
り

を
か
い
わ
れ
の
な
い
不
合
理
さ
。
と

か
人
権
の
侵
害
。
と
い
う
二
つ
に
つ

い
て
考
え
ま
し
た
が
、
差
別
と
い
う

言
葉
は
「
人
を
差
別
扱
い
に
し
て
」

と
い
う
よ
う
に
、
現
在
は

一
般
に
あ

っ
て
は
な
ら
ぬ
差
別
と
い
う
意
味
で

多
く
使
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
ま

す
。徳

島
県
社
会
同
和
教
育
指
導
員

小
出
喜
三
夫

※
事
例
は
町
で
掲
載
し
た
も
の
で
す
。

校
教
育
等
に
お
い
て
積
極
的
な
教
育

活
動
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ

の
協
議
会
は
町
を
は
じ
め
と
し
、
町

議
会
、
町
教
育
委
員
会
、
各
学
校
、

各
学
校 

、
同
和
対
象
地
区
団

体
、
老
人
会
、
婦
人
会
、
青
年
会
、

人
権
擁
護
委
員
、
民
生
委
員
、
社
会

福
祉
協
議
会
、
各
地
区
区
長
等
で
構

成
さ
れ
て
わ
ね
り
ま
す
。

四
十
八
年
度
は
講
演
会
、
研
究
集


会
、
学
習
会
な
ど
数
多
く
の
事
業
を


実
施
し
ま
し
た
が
、
本
年
度
も
社
会


教
育
、
学
校
教
育
等
に
お
い
て
同
和


問
題
の
完
全
解
消
に
向
っ
て
徹
底
し


た
活
動
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
り


ま
し
た
。


ま
た
こ
の
席
上
、
県
社
会
教
育
指


導
員

・
小
出
喜
三
夫
先
生
の
「
同
和


問
題
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
講
演
が


あ
り
、
委
員
全
員
が
聴
講
し
ま
し
た
。


写
真
/
同
和
教
育
推
進
協
機
会
総
会

P
T
A

前
回
は
、
そ
の
元
に
な

ず
っ
と
古
い
時
代
に
も

「
賎
民
」

る
身
分
が
無
く
な
っ
て
と
い
っ
て
差
別
を
、
つ
け
た
人
た
ち
は

差
別
だ
け
が
残

っ
て

い

あ

り

ま

し

た

。
そ
の
人
た
ち
の
子
孫

か
ら
閉
鎖
さ
れ
は
じ
め
た
こ
れ
ら
の

人
の
集
団
は
、
徳
川
幕
府
の
時
代
に

は
い

っ
て
、
困
窮
す
る
農
民
の
宥
和

対
策
の
道
具
と
し
て
次
第
に
差
別
が

強
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
後

半
、
差
別
は
そ
の
極
限
に
達
し
ま
し

た
全
く
偶
然
、
こ
の
時
期
に
特
殊
な
技

能
を
持
っ
て
い
た
が
た
め
に
、
ま
た

何
か
の
都
合
で
こ
の
地
域
に
住
み
込

ん
だ
た
め
に
、
あ
た
か
も
く
じ
で
引

き
当
て
た
よ
う
に
差
別
を
、
つ
け
る
立

場
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と

を
考
、
え
る
と
、
そ
も
そ
も
最
初
か
ら

会
く
い
わ
れ
の
な
い
こ
と
で
あ

っ
た

と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
ま
す

こ
う
し
た
点
が
、

人
種
差
別
と
似

た
も
の
で
あ
り
な
が
ら
本
質
的
に
異

な
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
第
二
の
ま
ち
が
い
は
、

人
間

全
体
と
し
て
の
差
別
で
あ
る
と
い
う

こ
と
、
更
に
ま
た
部
落
全
体
と
し
て

差
別
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
こ
の
差
別
が
、
人
の
上
に
人


落
の
人
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

一

を
置
き
、
人
の
下
に
人
を
作
る
と
い


n

う
身
分
階
級
制
度
に
由
来
し
た
た
め


に
あ
る
本
来
的
な
誤
り
で
す
。


収
入
の
多
寡
は
人
び
と
の
税
金
に


差
別
を
つ
け
ま
す
が
、
そ
れ
以
上
の


も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
無
差
別
級


で
優
勝
し
た
人
は
柔
道
で

一
番
強
い

JH

る
と
い
う
不
合
理
を
考
が
そ
の
ま
ま
徳
川
時
代
の
被
差
別
地

え
ま
し
た
が 

い

わ

れ

域

に

残

っ
た
も
の
で
な
く
、

長
い
戦

の
な
い
差
別 

と
い
う

国
の
世
に
良
民
、
賎
民
は
ご

っ
ち
ゃ

こ
と
で
、
更
に
次
の
よ
に
な
り
、
全
く
わ
か
ら
な
く
な

っ
て

う
な
こ
と
が
言
え

る

と

し

ま

い

ま

し

た

。
低
い
身
分
で
あ

っ

思
い
ま
す
。
そ
れ
は
こ
た
も
の
が
機
を
得
て
高
い
地
位
に
つ

の
差
別
は
昔
の
身

分

か

く

も

あ

り

、
高
い
地
位
の
者
も
時
運

ら
き
た
も
の
で
あ
り
ま
に
恵
ま
れ
ず

一
朝
に
し
て
そ
の
地
位

す
か
ら
、
そ
の
本
人
の
を
失
う
も
あ
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

責
任
に
よ
る
も
の
で
は
入
れ
替
わ
っ
て
し
ま

っ
た
と
考
え
ら

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

現
在
の
部
落
の
発
生
は
戦
国
の
終

い
う
と
、
そ
う
で
も
あ
わ
り
に
近
い
頃
、
武
将
た
ち
が
、
当

り
ま
せ
ん
。
先
祖
も
、
時
の
軍
用
品
と
し
て
最
も
貴
重
で
あ

た
ま
た
ま
身
分
の
決
ま
っ
た
皮
製
品
の
技
術
者
た
ち
の
確
保

る
時
に
丁
度
そ

の
地

に

を

目

的

に

、
こ
れ
ら
の
人
を
一
か
所

住
ん
で
い
た
り
ぎ
た
あ
に
集
め
て
、
そ
の
職
業
転
居
を
禁
止

る
特
定
の
職
業
に
従
事
し
て
い
た
と
し
た
あ
た
り
に
あ
る
ら
し
い
の
で
す
。

い
う
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ

っ
て
、
そ
と
に
か
く
こ
の
頃
、
お
も
に
軍
略
上

ち
が
接
近
し
、
結
婚
し
よ
う
と
い
う

一

そ
れ
が
わ
か

っ
た
瞬
間
か
ら
叔
母

一

は
「
そ
ん
な
こ
と
は
許
さ
ん
」
「
世
間

一

に
ど
う
思
わ
れ
る
か
」
「
親
類
中
に
ド

一

ロ
を
ぬ
る
」
と
急
に
変
心
し
、
娘
き

一

ん
を
賢
め
る
の
で
す
。 

-

..圃4

の
少
し
前
に
は
ど
ん
な
仕
事
を
し
て

差
別
は
身
分
に
基
づ
く
い
た
か
、
ど
こ
に
住
ん
で
い
た
か
、

差
別
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

〈
事
例
〉
で
は

.
そ
の
青
年
の
人
間

一
そ
の
も
の
は
、
何
ら
変
わ

っ
て
い
な

一
い
の
で
す
が
、
い

っ
た
い
叔
母
の
気

一
持
ち
を
変
え
た
も
の
は
何
な
の
で
し

一
ょ
う
か
。

叔
母
に

「
ど
う
し
て
い
け
な
い
の

一
で
す
か
」
と
た
ず
ね
て
も
、
何
も
答

F園町司�  

同
和
問
題
に
お
け
る

れ
ま
す
。

で
は
先
祖
の
責
任
か
と

-

-

〈
事
例
・
結
婚 
V 

一
の
叔
母
が
経
営
す
る
会
社
に
勤
め
て

一
い
ま
し
た
。
は
じ
め
叔
母
は
、
こ
の

一
青
年
を
、
よ
く
働
く
立
派
な
青
年
で
、

一
こ
ん
な
青
年
が
メ
イ
の
娘
を
嫁
に
も

K

こ
と
に
な
っ
て
か
ら
、 

青
年
が
部
一

一
ら
っ
て
く
れ
た
ら
・:
と
、
ひ
そ
か
に

一
考、
え
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
や
が
て
二
人
の
気
持

MUS04
テキストボックス
同和問題を考える差別という言葉

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ
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B
・
:
す
で
に
譲
渡
し
た
場
合
は

A---
c:

贈
与
税
「
特
例
」
の
あ
ら
ま
し


【 

一 

-
女
学
生
の
ブ
ラ
ウ
ス

一

が

半

そ

で

に

、

男

子

学

生

一
めv
p

5
】

~
!
事
』

は
上
衣
を
脱
い
で
登
校
す

*
納
期
限
の
確
定

・
贈
与
者
ま
た
は
受
贈
者
が
死
亡
し
た
場
合 

る
よ
う
に
な
っ
て
、
町
内

一

は
急
に
明
る
く
な
り
ま
し

。

{

一一グ幻 

;
つ
ゆ
ど
き
は
毎
日
じ

ι
b
A
'

7
L
u
t

d
h 

V
全
部
が
確
定
す
る
場
合

-
納
期
限
の
確
定

農
地
等
の
生
前
贈
与
の
特
例
の
適

用
を
受
け
る
に
は
い
く
つ
か
の
適
用

要
件
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
要
件

の
う
ち
の
噌
一
つ
で
も
満
た
さ
れ
な
く

な
っ
た
場
合
は
、
こ
の
特
例
の
適
用

は
停
止
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
延
長
さ

れ
て
い
た
贈
与
税
の
納
期
限
は
こ
か

月
を
経
過
す
る
日
に
確
定
し
、
税
金

を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

次
の 

ωか
ら
閉
ま
で
の
い
ず
れ
か


一
つ
で
も
該
当
す
れ
ば
贈
与
税
の
全


額
に
つ
い
て
納
期
限
の
延
長
は
打
ち


切
ら
れ
ま
す
。


ω
受
贈
農
地
の
二
割
以
上
を
処

分
(
譲
渡
、
贈
与
、
転
用
、
貸
付

け
、
農
業
生
産
法
人
へ
の
現
物
出

資
)
し
た
場
合
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
二
割
以
上
か
否
か
の
計
算

は
つ
ぎ
の
算
式
に
よ
り
ま
す
。

今
回
譲
渡
し
た
勝
地
等
の

面
積

ω
受
贈
農
地
に
つ
い
て
の
農
業

経
営
を
廃
止
し
た
場
合

ω
受
贈
者
が
贈
与
者
の
推
定
相

V
続
人
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
場
合

(
養
子
縁
組
の
解
消
、
離
婚
な
ど
。
)

凶
三
年
目
ご
と
の
三
月
十
五
日

ま
で
に
引
き
続
き
納
期
限
の
延
長

を
受
け
る
た
め
の
届
出
書
を
提
出

し
な
か
っ
た
場
合

ω
担
保
に
つ
い
て
、
そ
の
担
保

の
価
値
な
ど
が
減
少
し
た
た
め
に

出
さ
れ
る
税
務
署
長
の
増
担
保
や

担
保
変
更
の
命
令
に
応
じ
な
か
っ

た
場
合

一
部
が
確
定
す
る
場
合

納
期
限
延
長
の
適
用
を
受
け
て
い

た
贈
与
税
の
う
ち
、
一
部
の
納
期
限

が
確
定
さ
れ
る
場
合
は
、
受
贈
農
地

等
の
面
積
の
二
割
以
内
を
譲
渡
等
し

た
場
合
で
す
。
こ
の
場
合
、
贈
与
税

額
の
う
ち
、

そ
の
親
渡
等
し
た
部
分

に
つ
い
て
の
税
額
が
二
か
月
を
経
過

す
る
日
に
納
期
限
が
確
定
し
、
・
納
付

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ

ん
そ
の
他
の
残
り
の
部
分
に
つ
い
て

は
引
き
続
き
納
期
限
の
延
長
が
認
め

ら
れ
ま
す
。

U
円

+一ロU

U

A

口 

凡 

-
贈
与
者
ま
た
は

受
贈
者
が
死
亡
し
た
場
合

農
地
等
の
生
前
贈
与
の
特
例
は
、

贈
与
税
の
納
期
限
を
延
長
し
て
、
贈

与
者
が
死
亡
し
た
時
点
で
そ
の
贈
与

税
を
相
続
税
の
負
担
と
同
様
の
形
で

納
付
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
も
の
で
す
。

で
す
か
ら
農
地
等
の
贈
与
者
が
死
亡

し
た
場
合
、
受
贈
者
は
贈
与
を
受
け

た
農
地
等
を
他
の
相
続
財
産
に
含
め

て
相
続
税
と
し
て
清
算
さ
れ
ま
す
。

相
続
財
産
に
含
め
る
贈
与
農
地
等
の

価
格
は
、
相
続
開
始
時
に
お
け
る
価

額
に
よ
り
ま
す
。

V V
贈
与
者
が
死
亡
し
た
場
合

受
贈
者
が
先
に
死
亡
し
た
場
合

一
般
に
贈
与
者
の
方
が
先
に
死
亡


す
る
も
の
と
考
、
え
ら
れ
ま
す
が
、
事


故
等
で
受
贈
者
の
方
が
先
に
死
亡
す


る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。


こ
の
場
合
は
納
期
限
が
延
長
さ
れ


て
い
る
贈
与
税
は
免
除
に
な
り
ま
す
。


そ
し
て
受
贈
者
の
相
続
人
に
そ
の
財


産
は
相
続
さ
れ
、
そ
の
相
続
人
に
相


続
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。


農
業
委
員
会
事
務
局 

未
来
を
に
な
う
こ
ど
も
た
ち

み
ん
な
明
る
く
健
や
か
に
。

-
児
童
福
祉
月
聞
が
実
施
| 

H

未
来
を
に
な
う
こ
ど
も
た
ち
、

み
ん
な
明
る
く
健
や
か
に
々
を
統
一

標
語
に
、
五
月
一
日
か
ら
五
月
三
十

一
日
ま
で
の
一
か
月
間
、
県
下
い
っ

せ
い
に
児
童
福
祉
月
聞
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
期
間
中 

明
る
い
家

庭
づ
く
り 

温
か
い
地
域
づ
く
り
マ

心
身
障
害
児
に
愛
の
手
を
ー
を
霊
点

と
し
た
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

町
に
お
い
て
も 

「
こ
ど
も
の
日
」

を
ふ
く
め
、
役
場
屋
上
に
鯉
の
ぼ
り

の
掲
揚
マ
こ
ど
も
の
健
全
な
生
活
の

場
と
し
て
地
域
環
境
の
整
備
を
は
か

る
た
め
、
児
童
委
員
さ
ん
に
よ
る
各

地
区
の
危
険
箇
所
や
危
険
な
遊
び
場

等
の
点
検 

こ
ど
も
の
健
全
な
育
成

を
推
進
す
る
た
め
、
児
童
委
員
さ
ん

に
よ
る
一
日
保
母
の
実
施

(
写
真
)
ー

な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
方
面
か
ら
児
童
福

祉
の
普
及
高
揚
を
は
か
る
た
め
の
各

種
の
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

H

V V

V

V

( 

め
じ
め
と
う
っ
と
う
し
い

一

日
が
つ
づ
き
、
物
が
み
な

~

カ
ビ
く
さ
く
、
高
混
と
多
湿
に
悩
ま

d

Q

一
さ
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
中
で
、
と
く

一

に
台
所
の
衛
生
は
、
つ
ゆ
ど
き
の
健

)
康
を
守
る
決
定
的
な
ポ
イ
ン
ト
と
な

~
り
ま
す
か
ら
、
清
潔
に
十
分
注
意
し

↑

て
く
だ
さ
い
。

〕 

.

「
清
流
の
小
公
子
」
に
た
と
え

一
ら
れ
る
ア
ユ
が
、
こ
の

一
自
の
解
禁

』
日
を
境
に
、
魚
屋
さ
ん
の
届
先
に
出

は
じ
め
ま
し
た
。

ア
ユ
は
別
名 

香
魚 

と
も
い
わ

れ
、
な
ん
と
い

っ
て
も
そ
の
姿
の
よ

さ
、
香
り
の
よ
さ
か
ら
、
川
九
四
…
の
王

者
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
く
に
勝
浦

川
の
ア
ユ
は
脂
肪
も
多
く
、
歓
迎
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

小
さ
い
も
の
で
し
た
ら
丸
ご
と
天

ぷ
ら
か
フ
ラ
イ
で
し
ょ
う
け
れ
ど
、

焼
く
な
ら
形
を
こ
わ
さ
な
い
よ
う
に

ク
シ
に
刺
し
て
焼
い
て
く
だ
さ
い
。 

.
つ
ゆ
ど
き
の
悩
み
は
洗
た
く
も

の
の
乾
き
に
く
い
こ
と
で
す
が
、
ち

ょ
っ
と
し
た
晴
れ
聞
を
逃
が
さ
な
い

で
、
洗
だ
く
し
た
も
の
は
少
し
で
点

目
に
当
て
て
乾
か
す
よ
う
に
、
こ
ま

め
に
戸
外

く
だ
さ
い

H

H

受
贈
農
地
等
の
面
積

そ
の
面
積
の
合
計
額 

、ー

MUS04
テキストボックス
贈与税特例のあらまし納期限の確定贈与者または受贈者が死亡した場合

MUS04
テキストボックス
くらしのメモ

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ
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大
型
連
休
を
中
心
に、

グ
徳
島
県
愛
吟
大
会

ス
ポ
ー
ツ
だ
よ
り

*
町
内
外
で
熱
戦
を
展
開

四
十
七
年
十
月
に
結
成
さ
れ
、
や

が
て
三
歳
の
誕
生
日
を
辺
、
必
ゆ
詩
吟

ク
ラ
ブ
。
本
名
、

徳
島
県
岳
芯
流
勝

浦
支
部
。
支
部
長
・
末
広
正
太
郎
き

ん
(
坂
本
)
を
中
心
に
二
十
八
名
の

男
女
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

毎
週
火
曜
日
の
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

は
、
静
け
さ
の
中
で
独
特
の
節
が
流

4

め
ざ
す
グ

れ
て
い
ま
す
。
テ 

プ
に
録
音
し
な 

4

l

町
内
外
で

池
田
町

阿
南
市

勝
浦
町

2 

が
ら
練
習
す
る
ク
ラ
ブ
員
、
テ
ー
ブ

ル
を
前
に
の
り
出
し
は
し
な
い
か
と

野
球
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ

れ
、

熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

成
績

は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

〔
二
回
戦
〕

勝
浦
町 

0
1

2

思
う
ほ
ど
力
い
っ
ぱ
い
声
を
は
り
あ

げ
る
姿
、

他
の
文
化
ク
ラ
ブ
で
は
み

ら
れ
な
い
ふ
ん
囲
気
が
あ
り
ま
す
。

き
る
四
月
二
十

一
日
に
は
徳
島
県

吟
詠
会
吟
士
権
大
会
が
行
わ
れ
、
末

広
正
太
郎
さ
ん
(
坂
本
)
伊
丹
腕
市

き
ん 

V

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

徳
島
県
選
抜
少
年
野
球
小
松
島
大
会

町
内
男
女
別
対
抗
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会

男

優

勝

与

生
比
奈
チ 
l
ム

V

l
o

春
日

(
一
回
戦
〕
生
比
奈

日 

〔二
回
戦
〕
生
比
奈 

5
1
4
海
北

川
内

〔
準
々
決
勝
〕

(
二
回
戦
)
勝
浦

(
準
々
決
勝
〕勝

浦 

8 

4 

4 

V
種

目ω反
復
横
と
び
(
機
敏
さ
)

7
l
m

(横
瀬
)
横
山
聖
子
さ
ん
(
坂

準
優
勝

山
西
掛
谷 

女

優

勝

中

角

準

優

勝

中

山

V

生
比
奈 

本
)
の
三
名
が
ク
ラ
ブ
代
表
で
参
加

し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
参
加
し
た
伊
丹
牒
市

さ
ん
は
「
こ
の
よ
う
な
大
会
は
年
聞

に
コ
固
く
ら
い
行
わ
れ
る
。
県
下
に

は
流
派
が
十
二
派
あ
り
、
大
会
で
は

流
派
ご
と
に
争
わ
れ
る
。
審
査
の
ポ

V

V

イ
ン
ト
は 

吟
姿 

吟
情
マ
吟
声
の

三
点
が
対
象
と
な
り
、
と
く
に
吟
情

が
大
事
で
す
。
六
月
三
十
日
に
は
阿

南
市
で 

H

徳
島
県
愛
吟
大
会
。
が
行

わ
れ
る
。
こ
れ
は
四
国
大
会
の
予
選

を
か
ね
た
も
の
で
あ
り
、
ぜ
ひ
が
ん

徳
島
県
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

勝
浦
タ
イ
ガ 

ス
チ
ー
ム

〔
一
回
戦
〕

4

V

l

H

1

〔
一
回
戦
〕
勝
浦 

助
任

城
東� 

町
民
体
力
テ
ス
ト
を
六
月
九
日
同

に
勝
浦
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
体

育
館
に
お
い
て
行
い
ま
す
。
多
数
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

こ
の
体
力
テ
ス
ト
は
、
町
民
が
自

分
自
身
の
体
力
と
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の

基
本
と
な
る
運
動
能
力
を
維
か
め
、

そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
、
不
足
し
て

い
る
身
体
各
部
の
能
力
を
高
め
る
よ

う
努
力
し
、
各
種
の
ス
ポ
ー
ツ
に
親

し
み
、
健
康
に
自
信
を
も
っ
て
生
活

で
き
る
よ
う
に
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。
日
程
等
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ

の
と
お
り
で
す
。 

凶
垂
直
と
び
(
脚
力
)

ω握
力

削
ジ
ク
ザ
グ
ド
リ
ブ
ル
(
機
敏
き
)

問
急
歩
(
男
子
千
五
百

μ
・
女
子

千
灯
。
脚
力
、
全
身
)

i

ば
り
た
い 
U

H

ー
と
語

っ
て
い

ま
す
。

現
在
、
ク
ラ
ブ
員
は
全
員 

雅
号
。

の
資
格
を
も
っ
て
お
り
、
そ
し
て
ま

た
毎
週
熱
心
な
練
習
を
続
け
て
い
て
‘

六
月
三
十
日
の
大
会
が
お
お
い
に
期

待
さ
れ
ま
す
。

体力づて何

若~t健康き
 
V
E

時
六
月
九
日
(
日
)

参
加
申
込
先 

参
加
募
集
締
切

V V
同
ポ 

ル
入
れ
(
機
敏
さ
)

川
立
ち
幅
と
び
(
脚
力
)

倒
腕
立
て
ふ
せ
九
腕
力
、
上
半
身
)

ω
1閉
ま
で
は
主
テ
ス
ト
と
し
、

附
1
倒
ま
で
は
劃
テ
ス
ト
と
し
ま
す
。

し
た
が
っ
て
附
i
m聞
は
自
由
参
加
で

す。
 

午
後
一
時
三
十
分

勝
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
お
よ

び
体
育
館

戸「、

紹 介

勝浦詩吟クラブ

v 
場

戸斤

大
神
子 

3

里

浦

町
教
育
委
員
会

六
月
五
日
(
水
)

町
体
育
協
会

MUS04
テキストボックス
徳島県愛吟大会めざす

MUS04
テキストボックス
グループ

MUS04
テキストボックス
体力づくりで若さと健康を

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ
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カ
ナ
ダ
実
習
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

ス
ク
ー
ル
が
開
講

*
今
後
の
活
動
に
期
待

参
加
し
て

(
坂
本

八
月
に
か
ぎ
ら
れ
、
八
月
下
旬
か
ム


九
月
に
入
る
と
多
く
の
地
に
お
い
て


初
霜
を
見
る
よ
う
に
な
り
、
一
年
の


半
分
以
上
が
冬
の
よ
う
で
す
。
こ
の


よ
う
な
寒
い
と
こ
ろ
で
の
温
室
栽
培


で
し
た
の
で
、
暁
房
設
備
は
見
事
な


も
の
で
、
超
大
型
ボ
イ
ラ
ー
を
備
え


た
セ
ン
ト
ラ
ル
ボ
イ
ラ
ー
ハ
ウ
ス
が


設
け
ら
れ
、
こ
こ
か
ら
各
セ
ク
シ
ョ


ン
の
温
室
に
パ
イ
プ
で
ス
テ
ィ 

ム


が
送
り
込
ま
れ
、
温
度
の
調
整
を
し

て
い
ま
す
。

労
働
時
聞
は
朝
七
時
三
十
分
か
ら

山

健

l

の
八
時
間
労
働
で
す
が
、
わ
た
し
は

日
曜
、
祭
日
も
働
き
、
一
年
中
で
休

み
と
い
う
の
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
ク

東

町
社
会
福
祉
協
議
会
に
よ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
ス
ク
ー
ル
が
、
き
る
五

月
十
八
日
に
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
婦
人
会
、
民
生
委
貝
、
学
生
な

ど
六
十
名
が
集
り
、
盛
大
に
開
講
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
ス
ク
ー
ル
の
目
的
は
、
・
住
民

の
あ
い
だ
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

意
義
が
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
理
解
さ
れ
て

い
な
い
の
で
、
こ
う
い
っ
た
学
習
の

中
で
も
う
一
度
み
な
さ
ん
に
再
認
識

願
お
う
と
い
う
も
の
で
す
。

.
果
を
願
い
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
期

待
し
た
い
も
の
で
す
。

写
真 
/
ス
ク
ー
ル
で
の
敵
唱
指
導 

昨
年
三
月
末
、
海
外
農
業
実
習
生

と
し
て
カ
ナ
ダ
へ
出
発
し
、
一
年
間

滞
在
し
て
四
月
下
旬
に
帰
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。

わ
た
し
が
配
属
さ
れ
て
い
た
と
こ

ろ
は
、
オ
ン
タ
リ
オ
州
の
首
都
ト
ロ

ン
ト
か
ら
約
四
十
キ
ロ
ほ
ど
西
の
ア

ラ
ー
ム
プ
ト
ン
と
い
う
市
で
し
た
。

こ
の
市
は
別
名
フ
ラ
ワ
ー
タ
ウ
ン
と

も
呼
ば
れ
、
切
花
を
中
心
と
し
た
温

室
栽
培
で
、
パ
一
フ
、
キ
ク
、
カ
ー
ネ

ー
シ
ョ
ン
、
ポ

ッ
ト
マ
ム
、
蘭
、
鉢

物
な
ど
を
栽
培
し
て
お
り
ま
す
。
わ

た
し
は
こ
れ
ら
の
セ
ク
シ
ョ
ン
を
二

1
三
か
月
で
チ
ェ
ン

ジ
し
な
が
ら
実

習
を
し
ま
し
た
。
会
社
は
三
百
人
以

上
の
労
働
者
が
お
り
、
グ
リ
ー
ン
ハh

ウ
ス
の
面
積
だ
け
で
も
約
十
六 

あ

り
ま
す
。
花
き
温
室
栽
培
で
は
カ
ナ

ダ
一
位
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
の
大
規
模

な
経
営
で
す
。

，

緯
度
は
北
海
道
・
旭
川
市
あ
た
り

で
す
が
、
夏
季
は
六
月
中
句
か
ら
七
、

写
真
/
温
主
で
の
実
習
風
景

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。
と
は
、
社
会

福
祉
事
業
を
理
解
し
、
援
助
す
る
た

V め
に
社
会
福
祉
事
業
の
地
設
や
団
体

H

な
ど
に
対
し
、
自
分
の
能
力
と
時
間

を
自
主
的
に
無
報
酬
で
提
供
す
る
人

V

び
と
の
こ
と
で
す
。V

し
た
が
っ
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は

社
会
福
祉
の
専
門
家
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
だ
れ
で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
な

れ
ま
す
。
し
か
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
理
念
は 

義
務
以
外
の
仕
事
(
活

動
)
を
す
る
。 

相
手
が
よ
ろ
こ
ん

で
く
れ
る
仕
事
(
活
動
)
を
す
る
。

報
酬
を
求
め
な
い
|
。
こ
れ
が
ボ


ラ
ン
テ
ィ
ア
の
基
調
精
神
で
あ
り
、


こ
の
精
神
で
活
動
が
行
わ
れ
な
け
れ


ば
な
ら
な
い
も
の
で
す
。


こ
の
ス
ク
ー
ル
は
六
月
か
ら
十
月


ま
で
の
聞
に
毎
週
一
回
講
演
会
、
討


論
会
、
社
会
福
祉
施
設
の
見
学
が
予


定
さ
れ
て
い
ま
す
。


今
後
ま
す
ま
す
増
加
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
、
こ
の
ス
ク
ー
ル
の
成 

リ
ス
マ
ス
と
正
月
の
数
え
る
程
度
で

し
た
。
と
く
に
ク
リ
ス
マ
ス
期
に
は
、

栽
培
者
側
も
花
屋
さ
ん
も
ピ
ー
ク
で
、

わ
た
し
た
ち
は
休
む
聞
が
な
い
く
ら

い
で
し
た
。

わ
た
し
は
一
年
間
、
ル
ー
ム
を
借

り
て
の
自
炊
生
活
で
し
た
が
、
何
分
、

料
理
は
不
得
意
で
し
た
。
で
も
、
友

達
や
仕
事
仲
間
た
ち
が
そ
ん
な
わ
た

し
に
気
を
つ
か
っ
て
夕
食
ゃ
い
ろ
ん

な
パ

ー
テ
ィ
に
よ
ん
で
く
れ
、
ダ
ン

ス
を
踊
り
、
そ
し
て
お
国
自
慢
の
料

理
を
ご
ち
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

ん
な
と
き
、
わ
た
し
は
「
人
間
と
人

間
だ 

と
い
う
こ
と
を
痛
切
に
感
じ

る
の
で
し
た
。

こ
の

一
年
間
、
従
業
員
三
百
人
の


仲
間
と
と
も
に
働
い
て
き
ま
し
た
。


こ
の
中
に
は
世
界
各
国
か
ら
の
移
住


者
、
種
々
の
人
種
が
集
っ
て
い
ま
す
。


で
も
、
み
ん
な
親
切
で
い
い
人
た
ち


ば
か
り
で
し
た
。
言
葉
や
膚
の
色
は


違
っ
て
い
て
も
み
ん
な
同
じ
人
間
な


の
で
す
。


わ
た
し
は
多
く
の
現
地
人
と
友
達

に
な
り
、
そ
し
て
心
と
心
を
結
び
合

う
こ
と
が
で
き
た
こ
と
が
、
わ
た
し

の
得
た
な
に
よ
り
の
収
穫
で
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

U

¥J 

¥d白
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V V
会

長

中

西

文

夫

副
会
長
西
浜
勝
己

-¥  

V

四
位
に
入
賞
し
ま
し
た

身
体
障
害
者
体
育
大
会
が
開
催

さ
る
五
月
十
二
日
、
板
野
郡
上
板

中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、
第

七
回
中
央
福
祉
地
区
身
体
障
害
者
体

育
大
会
〈
一写
真
〉
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
大
会
に
は
十
二
か
町
村
が

参
加
し
、
本
町
か
ら
は
清
水
良
五
郎

会
長
を
は
じ
め
五
十
三
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
各
種
目
に
積
極
的
に
出
場

し
、
み
ん
な
の
協
力
に
よ
り
総
合
第

グ
青
年
の
声
を
政
治
に
反
映
し
よ
う

総
合
で
第

4
位
に

*
青
年
政
治
研
究
会
が
発
足

き
る
五
月
二
十
三
日
、
勝
浦
青
年


政
冶
研
究
会
が
発
足
さ
れ
ま
し
た
。


こ
の
会
は
、
青
年
の
政
治
に
対
す

る
知
識
を
高
め
、
青
年
の
意
見
を
広

E 

少
年
野
球
連
盟
が
結
成

健
全
な
育
成
を
願
っ
て

き
た
る
べ
き
新
し
い
時
代
の
担
い

手
で
あ
る
少
年
の
健
全
な
育
成
と
い

う
目
的
を
か
か
げ
て
、
勝
浦
郡
少
年

野
球
連
盟
が
四
月
二
十
八
日
に
結
成

さ
れ
ま
し
た
。
初
年
度
の
行
事
と
し

て
、
郡
内
の
少
年
野
球
大
会
を
二
回

程
度
開
催
す
る
予
定
で
す
。
な
お
、

役
貝
は
次
の
と
お
り
で
す
。
�
 

各
小
、
中
学
校
に
お
け
る
�
 
P
T
A

な
ど
役
員
が
つ
ぎ
の
と
お
り
決
ま
り

ま
し
た
。

-
勝
浦
中
学
校
 

・

P
T
A

(勝
中
)
マ
監
事
・
中
井
清
二
郎
�
 
(沼

江
)
、
中
田
昌
男
�
 (久
国
。)

・

P
T
A

-
生
比
奈
小
学
校

マ
会
長
・
山
本
議

〈
生
名
)
マ
副

会
長

・
玉
置
福

一
(
星
谷
)
、
寺
尾
弘
�
 

(今
山
)
、
滝
本
千
珠
子
(
中
角
)
、
山

田
理
代
(
生
名
)
マ
監
事
・
宮
本
政

明
(
黒
岩
)
、
稲
井
義
春
(
掛
谷
)
。

・

P
T
A

-
横
瀬
小
学
校

マ
会
長
・
高
木
宏
幸
�
 (与
川
内
)
、

マ
副
会
長

・
立
棒

一
夫
(
中
山
)
、
溝

上
忠
雄
(棚
野
)、
福
井
良
子
(
棚
野
)
、

マ
監
事

・
朝
桐
康
之
(
横
瀬
)
、
山
野

忠
男
(
与
川
内
)
、
黒
田
国
一
(
久
国
)
、

マ
会
計

・
中
原
茂
雄
(
与
川
内
)
、
先

山
揚
子
(
横
小
)
。

-
坂
本
小
学
校
 

・

P
T
A

マ
会
長
・
松
田
真
一
郎
�
 (坂
本
)
、

マ
副
会
長
・
福
良
充
生
(
坂
本
)、美

馬
光
代
(
坂
本
)
マ
書
記
、
会
計
・

岸
茂

二
坂
小
)
9

吋
�
 

4
9

，
に
�
 の
6
ら
ミ
勺
�
 

借
り
た
本
は

A
4

P
V
A
d

返
し
て
〈
だ
さ
い

V

教
育
委
員
会
図
書
室
か
ら
図
書

を
利
用
し
て
い
る
み
な
さ
ん
に
お

願
い
し
ま
す
。

図
書
の
貸
出
期
間
は

一
週
間
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
期
限
内
に

必
ず
返
し
て
く
だ
き
い
。

現
在
、
返
却
さ
れ
て
い
な
い
本

が
多
く
み
う
け
ら
れ
ま
す
。

も
し
、
借
�
 η
た
ま
ま
の
本
が
あ
り

ま
し
た
ら
至
急
返
し
て
く
だ
き
い
。

マ
会
長

・
山
本
美
芳
�
 (沼
江
)
マ

副
会
長
・
平
阿
武
(
黒
岩
)
、
立
棒

一

夫
�
 (中
山
)、
佐
藤
啓
子
(
坂
本
)
、
中

西
文
子

(星
谷
�
 
)
マ
会
計

・
鶴
岡
順

市
�
 (棚
野
)、
マ
書
記
・
谷
口
カ
ツ
ヱ

(棚
野
)
マ
事
務
局
・
福
良
健
�
 (勝

中
)、
冨
士
巻
尚
志
(勝
中
)
マ
獄
事
・

美
馬
忠
弘
(坂
本
」
、
津
野
熊
誠
一
�
 (中

山
)
マ
顧
門
・
山
本
利
治
(
坂
本
)
。

・
同
体
育
後
援
会
・

マ
会
長

・
末
広
英
夫
(
坂
本
)
マ

副
会
長

・
鈴
木

一
夫
�
 (棚
野
)、
大
久

保
恒
雄
�
 (今
山
)
、
大
西
毅
�
 (生
名
)
、

高
井
昭
�
 (中
角
)
、
田
上
ミ
ツ
ギ
(
積

瀬
)
マ
会
計
・
滝
口
良

一
(
生
名
)、

マ
書
記

・
植
野
郷
江
�
 (今
山
)
マ
事

務
局
・
坪
内
勝
(
勝
中
)
、
谷
本
健
一

初
万
円
贈
ら
れ
る

4

く
社
会
に
訴
え
、
ま
た
政
治
に
反
映

さ
せ
、
ふ
る
さ
と
の
発
展
に
尽
く
そ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

早
く
も
、
町
政
に
対
す
る
学
習
会
、

討
論
会
な
ど
各
種
の
行
事
が
計
画
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
役
員
は
つ
ぎ
の
と

-お世話になります・区長さん

会長に簿桃ーさん (立川区長)

副会長に久保定雄さん (中角区長)

こと しの町行政と地区自治の聞に立って、

ノマイプ役としてご活躍くださる各区長さんが

決まりました。

i

-

J

H

区

尾

本

田

国

名

栗

寺

福

山

谷

部

原

畑

押

維

川

区

谷

名

国

野

川

山

瀬

附

本

川

封

星

生

久

棚

立

中

横

与

坂

川

'v

お
り
で
す
。

会
長
河
野
敬
三
�
 副
会
長

岡
本
富
治
・
東
山
広
�
 事

務

局

坂

V

一

支

男

美

一
一
一

雄

雄

長

鶴

宏

昌

永

桃

熊

芳

義

重

平

川

口
昇
・
武
田
治
雄
�
 

勝
中
・
横
小
へ銀

総

A

地区 区 長

石原長田利一

沼 江 大井和昭

今 山植野定男

掛谷光井泰明

山西福徳重二

黒岩宮本政次郎� 

" 岡 本国 男

中 角 久保定雄

5月23日の創立総会

こ
の
人
は
棚
野
の
福
井
笹
男
き
ん

で
、
先
般
、
御
尊
父
倍
蔵
き
ん
が
亡

く
な
ら
れ
、
香
典
返
し
に
か
え
て
、

勝
浦
中
学
校
、
横
瀬
小
学
校
へ
そ
れ

ぞ
れ
十
万
円
を
教
育
の
充
実
資
金
と

し
て
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
す
。
紙
上

を
も

っ
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

-・=一� 
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1リ川・(喜正西 V 員� 
iエ内今生広章浜副 V が昭�  
t I て 川 名~~富会会つ和 

l

カ
ラ
�
 電
話

)凸lυ(
 

-
青
年
会
新
役
員
で
ス
タ
ー
ト
グ
�
 

岡

崎

国

雄

一
上
那
賀
町

沼

江

ご
結
婚
お
め
で
と
う

上

西

衛

田
辺
け
い
子

奥
口
喜
久

一

平
岡
百
合
子

林

弘

唐桂
渡木

静
子茂

浪
花
美
代
子

梶福
浦田

武
司

順
子

本西

三 沼 生 生
渓江名名

泉入戸戸
田村村

統� 1等
祥定 勉 美

大
下
き
く
え
�
 

rヘ棚沼
f

渓本 t工里子

末

広

孝

好

鼻
知
場
勝
美

お
く
や
み
申
し
ま
す

長二長長
男男女男

泰イl多浩哲
一 作子也

(
坂
本
)
、
細
谷
正
一
(
坂
本
)

マ
情

' 生ギ員長務 V 史男決浦�  

孝
好
(
坂
本
)

支
部
長
マ
坂
本

・

j椎き EZ白雲主五享号事
i野 マ 喧会中 ・・ 川川ま年�  
和 レ i I7舌普長田内内し会

j
l
唱ク与動和田中そ役�  

V

V

宣
活
動

・
花
房
和
義
(
生
名
)
、
中
野

直
(
横
瀬
)
、
羽
瀬
美
智
子
(
中
山
)

(坂

マ
青
年
学
級
長

・
坂
口
昇
(与
川
内
)
 

監
査

・
岡
本
富
治

(黒
岩
)
、
末
広

お
誕
生
お
め
で
と
う

三
漢

春

田

義

明

二
男

宏

光

星

谷

海

川

幸

一

長

男

真

澄

沼

江

武

市

卓

雄

二
男

智

也

坂

本

上

平

士

郎

長

女

幸

代

坂

本

上

平

士

郎

沼
江

岡

田

里

美

�

 (5
オ
)

三
漢

山
本
コ
ハ
ル
(
∞
∞
オ
�
 
)

三
渓

谷
コ
ト
ヱ
(
剖
オ
)

三
渓

与
川
豊
太
郎
(
剖
オ
)

坂
本

海
川

金
蔵
(
出
オ
)

生
名

米

沢

夕

、キ
(
部
オ
)
 

上
野
寿
治
マ
与
川
内

・
美
馬
晴
幸
マ

横
瀬

・
呑
口
和
昭
マ
久
国

・
増
田
政

明
マ
生
名

・
山
崎
芳
洋
マ
中
角

・
山

下
実
マ
星
谷
・
玉
置
守
。

二

男

幸

司

F

d

}

づ
収
�
 

4rし
}
J
R
F
K羽
岨

ご

一
出
詠
は
毎
月
一ム
日
ま
で
に

・

『

『	 

〆一� 

〆
回

一

一一一
句
ハ
ガ
キ
で
二
一

町
，
.

一
送
り
先
勝
浦
町
二一
渓

告

さ

夫

�

 
(都
市
こ

ま
で
一

一一
�
 

町
内
�
 
λ

刊
住
の
万
に
限
り
ま
す
。

l
i
s
t

M
d
A

MJ

品、，� 

ム~.・

aE町

�
 

*
あ
な
た
の
お
部
屋
を
明
る
く
す
る

*
ク
ー
ラ
ー
の
使
用
に
あ
た
っ
て

郷
土
の

エ
ー

スヵ

阿
波
お
ど
り
�
 

に
参
加
し
ま
せ

ん
か

H

は
早
目
に

暑
い
夏
は
も
う
す
く
。
真
夏
は

一

年
中
て
い
ち
ば
ん
電
気
を
多
く
使
、
っ

冷
房
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
毎
年
の
こ

と
な
が
ら
、
ク
ー
ラ
ー
の
最
盛
期
が

く
る
と
申
込
み
が

一
時
的
に
重
な
り

ま
す
。

一反
は
す
ぐ
そ
こ
、
混
雑
す
る

時
期
を
さ
け
て
、
早
目
に
販
売
底
、

電
気
工
事
庖
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

*
配
線
の
点
検
を

一
般
の
家
庭
で
は
ふ
っ
、つ
の
コ
ン

セ
ン
ト
か
ら
簡
単
に
使
、
え
る
機
種
が

多
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
ク
ー
ラ

ー
の
ワ
ソ
ト
数
が
大
き
い
た
め
、
屋

内
の
配
線
が
昔
の
ま
ま
で
は
よ
く
故

障
が
お
き
ま
す
の
で
、
電
気
工
事
庖

で
配
線
の
点
検
を
し
て
も
ら

っ
て
く

だ
さ
い
。
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同

、

次
回
は
川
州
そ
の
次
は
俳
句
と
交
代

一
一一
�
 

回	

一
に
の
せ
ま
す
。
娠
っ
て
ご
投
句
く
だ
さ
二
一
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本
年
度
か
ら
み
な
き
ん
の
ご
希
望

に
よ
り
、
現
在
の
黒
色
の
電
話
機
を

I

お
し
ゃ
れ
な
カ
ラ
�
 電
話
機
に
取
替

え
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

(取
替
料
は
二
千
円
で
す
。)

グ
リ
ー
ン

・
ホ
ワ
イ
ト

・
グ
レ
ー

の
三
色
か
あ
り
ま
す
か
ら
、
あ
な
た

の
お
好
み
に
あ
わ
せ
て
お
選
び
く
だ

さ
い
。

申
電
話
の
移
転
は
予
約
を

最
近
、

新
築
や
増
築
で
電
話
を
移

転
さ
れ
る
方
が
ふ
え
て
い
ま
す
が
、

急
な
お
申
出
に
は
応
じ
か
ね
る
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
呂

(一

週

間
く
ら
い
前
)
に
二
0
0
0番
へ
予

約
の
申
込
み
を
し
て
く
だ
き
い
。

一
L

一
一一

-
連
員
を
募
集
し
ま
す
|

一
久
方
に
尋
ね
来
て
見
る
古
里
は
鴬
き
た
ず
き
え
る
孫
の
掌
温
し
保
育
所
へ

一
け
ぬ
ブ
ル
の
爪
跡

送

り

行

く

道

花

冷

え

し

る

き

星

谷

谷

崎

つ

や

こ

沼

江

大

岡

初

音

一

一

真
夏
を
か
ざ
る
豪
華
け
ん
ら
ん
の

カ
ー
ニ
バ
ル
�
 ο阿
波
お
ど
り
�
 

H

の
軽

快
な
リ
ズ
ム
は
、
底
ぬ
け
に
明
る
く
、

一
一
タ
冷
え
は
ビ
ル
の
陵
線
の
み
な
ら
ず
遠
き
白
の
遠
き
恩
ひ
の
ま
ま
遂
い
て

胸
に
し
み
わ
た
り
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
、

ゃ
っ
こ
連
は
男
女

山

良
章
一
一

あ
わ
せ
て
四
十
五
名
で
構
成
き
れ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
今
月
か
ら
本
格
的

な
練
習
を
は
じ
め
ま
す
。

町
民
の
み
な
さ
ん
も
、
わ
た
し
た

ち
と
と
も
に
力
い
っ
ぱ
い
お
ど
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。
初
心
者
の
方
で
も
親

山
つ
ぎ
の

切
、
て
い
ね
い
に
教
、
え
ま
す
。

一
今
育
よ
り
下
宿
す
る
子
が
別
れ
ゆ
く
十
五
日
間
潜
水
服
は
御
法
度
の
鮎
解

ゃ
っ
こ
速
に
加
入
を
希
望
さ
れ
る

一

振

り

向

き

も

せ

ぬ

広

き

肩

巾

禁

の

竿

の

行

列

方
は
東
山
倍
彦
(
坂
本
)
ま
た
は
岡

横

瀬

中

田

ヤ

ス

ヱ

横

瀬

広

英

義
和
(
棚
野
)
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

穣
勢

一
は
る
か
彼
方
に
舞
う
鳶
が
あ
り
春
み
じ
か
き
は
惜
し
み
離
る
る

横

瀬

篠

塚

良

昭

生

名

丸

一
密
柑
畑
に
君
が
整
枝
の
切
り
口
の
し
ひ
た
と
我
に
よ
り
そ
い
砂
塵
を
避
く
一
一

一

ろ

白

と

し

て

タ

茜

映

ゆ

る

児

の

ほ

の

か

に

や

わ

き

体

温

ぬ

す

生

名

白

草

モ

ト

コ

む

中

角

西

照

子

一
宵
暗
に
白
き
じ
ゅ
う
た
ん
敷
き
し
如
明
日
の
目
は
た
め
き
ぬ
我
は
茜
雲
色

一
こ
こ
だ
も
咲
け
る
ど
く
だ
み
の
花
美
し
く
焼
け
て
た
だ
や
ふ

坂

本

日

浦

山
彦

横

瀬

平
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MUS04
テキストボックス
電報電話局からお知らせ

MUS04
テキストボックス
四国電力からのお知らせ

MUS04
テキストボックス
阿波おどりやっこ連からお知らせ

MUS04
テキストボックス
わたしの作品

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ




